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科・ぼ・せ・ん News Letter スペシャル Vol.1 

出会う、⾒つける、夢中になる〜科ボラの後輩たちへ 
 

From Editor //  
岡⼭理科⼤学 科学ボランティアセンター発⾏の交流紙「科ぼせん NewsLetter」（年 6回発⾏）には，キラーコンテンツとでも呼ぶべき⼈気コー

ナーがあります。「科ボラ学⽣スタッフ会 OB/OG 紹介」です。かつて科ボラで⻘春の⼀時期を過ごし，時に悩み，時に苦しみ，お互いを励まし
合い，成功に肩を抱き合い，そしてたくさんの⼈々の笑顔を⽣み出してきた――⼈としての成⻑を遂げてきた若者たちの たくましくも美しい姿
が，読む者の⼼を強く揺さぶります。 

科ボラ 15 周年を機に，この 1 年半に登場していただいた 9 名の⽅の素晴らしいメッセージをまとめて紹介させていただきます。 
 彼らが異⼝同⾳に語るのは、「希少性」という⾔葉です。「私は私で、だから素晴らしい。あなたはあなたで、だから貴い」。そんなメッセージが、後
輩へ伝えたい⾔葉として何よりも多く語られています。そんな思いやりと⾃信を⾝に着けた若者が、今も科学ボランティアセンターで育っています。 

今後とも、科学ボランティアセンター学⽣スタッフ会をよろしくお願いします。    （科学ボランティアセンターコーディネーター︓岡崎 則武） 
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::: 学⽣スタッフ会 OB/OG 紹介 ::: 

 

 

わでぃー 

 
丸五ゴム⼯業株式会社 

岡⼭理科⼤学 理学部 化学科 
理学研究科 化学専攻 

（2020 年度卒業） 
カボラ在籍：2017-2018 

 
 

＊＊ 近況・仕事内容 ＊＊ 

  ⼊社２年⽬，早くも１年半が経ちまし
た。⼊社時からは倉敷市に住んでおり，気
ままな⼀⼈暮らしを楽しんでいます。勤務先
も歩いて５分とストレスフリーなご近所です
が，通勤はバイクです。会社はゴム製品を
取り扱っており，研究開発枠で仕事をして
います。仕事では⼀つ⽬の転換点を迎えて
おり，材料設計から製品設計に業務が変
わりつつあります。知らないことばかりの⼊社
当時を思い出しながらも，⽇々の成⻑を楽
しんでいます。 
 

＊＊カボラの思い出＊＊ 
⼆⾔なら“⾏けば誰か居る。居れば誰

か来る。” 
語るならカボラとの出会い。⼆回⽣の
GW開け，３限終わりで帰ろうとフラフラ
している時に藤⽥（後の１５⽣会⻑）
がカボラから現れた。以前，講義で話し
ただけだったが話が盛り上がり，階段降り
てカボラに突⼊。先輩⽅とも話をしている
うちにバイト先を紹介してもらうこととなった
（後に⼤学院を修了するまで５年近く
勤める）。 
在籍中は同期との⼀年のGAPに焦りを
覚えたり，イベント終わりの達成感を共
有したり，みんなでバカやったり，怒ら
れて落ち込んだりもしました。これらの思
い出の起点はカボラとの出会いにあると思
っており，できることならもっと早くカボラ
と出会いたかったです。うろ覚えですが，
⼊学式遅刻したから祝砲もカボラもこの
時まで知らなかったはずです。 
 

＊＊役に⽴っていること＊＊ 
このタイトルが個⼈的に⼀番難しいと感

じました（タイトルは何でもOKといわれて
ますが）。役に⽴っていることが有り過ぎ
てどれを選ぶか悩みました。その中でも私
（⼤和⽥）らしさを感じられる楽しむこと
について過去の話と併せて紹介します。  
Showやブースで出し物をするときは楽し

くテンションを上げて⾏うのが私のスタイル
でした。⾃⾝の成⻑を感じることや，承
認欲求が満たされることが好きでカボラの
活動を続けていました。しかしながら，準
備に時間を掛けても上⼿くできないこと
や，テスト期間中のボランティアなど⾟い
と思う時もありました。 

⾟いと感じているのに楽しく⾼いテンシ

ョンで振舞う⾃分に⽭盾を覚えた結

果，シンプルな頭でせっかくやるなら楽

しもうという結論を出しました。この考え

はプライベートと仕事の両⽅で役に⽴って

おり，怒られている時以外は便利です。

⾯倒事，問題事，悩み事などに取り組

む際は試してみてはいかがでしょうか︖課

題解決も⾃分が成⻑するための経験に

なります。 
 

＊＊後輩へのメッセージ＊＊ 
勉強の場所は⼤学の講義だけではな

く，⾝の周りにも成⻑のチャンスはあり
ます。専⾨分野以外の勉強や情報を集
めて考えることも⼈間⼒の向上につなが
ると思います。カボラは上記の環境に適し
た場所であると共に，学⽣⽣活の思い
出をつくれる場所です。あなた⽅の後輩
にとってもより良い場所であり，より良い
活動となるように先⽣⽅と協⼒して⽇々
の成⻑を積み重ねていって欲しいと思い
ます。 
 

［写真は学生時代
"#$］ 
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さっきー 
建設会社勤務 

岡⼭理科⼤学 ⼯学部 建築学科 
（２０２１年卒業） 

科ボラ在籍２０１７−２０１９ 
 
 

＊＊ 近況・仕事内容 ＊＊ 

  ⼊社2年⽬で⼤学の頃と同じく実家暮ら

しです。建設会社で⼯事現場の施⼯管理

という仕事をしています。当時の私を知る⼈

は驚くと思いますが、1時間半ほどの⾞通勤

をしています。半年ペースで現場が変わるの

ですが、建物の造りが変わると新しく覚えるこ

とも増えます。２年⽬とはいえ、分からない

事だらけでまだまだ勉強中です。⽇々業者

の⽅や先輩⽅に教えてもらいながら頑張って

います。 

＊＊科ボラの思い出＊＊ 
初めてのサイピアはとても印象に残ってい

ます。私が科ボラに⼊るきっかけでもありま
す。初のブースは⽔中シャボン⽟でした。
最初は必死で説明も上⼿くいかなかった
のを覚えています。顔に「はてな︖」が浮
かんでいる⼦、途中で帰っちゃう⼦もいま
した。焦っていた私は顔が怖かったかもし
れません（笑） 

 そんな中で笑顔の⼦どもたちに囲まれ

て楽しそうにブースをしている先輩⽅は

とてもかっこよくて、キラキラして⾒えまし

た。⾃分もこんな⾵になりたい︕と思い、

科ボラに⼊ることを決めました。いざ⼊って

みると、頼れる先輩、優しい先⽣、⾯⽩

い同期、元気な後輩、皆素敵な⽅々ば

かりで気づいたら毎⽇通っていました。 

 

 

＊＊役に⽴っていること＊＊ 

仕事柄、⼈に説明をすることが多いで

す。建具の納まりや完成のイメージ等を

業者やお客様に伝えなければなりませ

ん。どうやったら分かりやすいか説明の順

序を考えたり、図⾯に書いて⾒て分かる

ようにしてみたり、間違いなく伝わるよう

特に気を付けています。 

 このような説明の仕⽅などは、科ボラ
で⾝に付いたものだなと感じます。ブー
スやショーの際に話し⽅を⼯夫したり、絵
をかいたりと、分かりやすく伝わるように⼼
がけていたことで、今になっても⾃然と伝
え⽅を⼯夫して話すようになりました。 
 
 
 

＊＊後輩へのメッセージ＊＊ 

私は科ボラを通して、科学の楽しさを伝

えたいなと思いながら活動していました。 

⼈に楽しんでもらうには、まず⾃分の

やっているブースやショーのネタの楽しさ

や⾯⽩さのポイントを⾒つけると良いか

もしれません。どこがおもしろいのか、い

つもと違うのはどこか、どうしてそうなる

のか。 

 毎⽇練習で反応等を⾒ていると何度

も⾒すぎて⾯⽩さが分からなくなったり、

飽きてきたりすることもあると思います。そ

んな時は初めて⾒た時を思い出したり、

仲間に⾒てもらったりして、楽しさ⾯⽩さ

を再確認して下さい。楽しさは⾒ている

⼈にも伝染しますから、⾃分⾃⾝が楽

しむことを⼤切に、科ボラを楽しんでくだ

さい︕ 
 

［写真は学生時代
"#］ 

 



p.３ 科・ぼ・せ・ん NewsLetter2023 第 1号 
 

::: 学生スタッフ会 OB/OG 紹介 ::: 

 

わっくん 
 

千葉県千葉市⽴中学校勤務 
（理科担当） 

岡⼭理科⼤学 理学部 基礎理学科 
（2019 年度卒業） 

科ボラ在籍 2017-2019 
 

＊＊ 近況・仕事内容 ＊＊ 

2019 年度卒業の 16 回⽣、基礎理学
科の“わっくん”こと坂⽥航です。 
科ボラ時代は頭に鍋を落としたり、踊った
り、【フリー素材】になったりと様々なことが
ありました。笑 
現在は千葉県千葉市で中学校理科教
員をやっています。昨年までは、神⼾市で
２年間担任もやらせていただきました。
「卒業後２年間神⼾にいたのに、今は千
葉...」︖となりますが、教員なんてきっとそ
んなものです、たぶん・・・知りませんが。 
実際、どこにいても変わらない仕事という
のは本当で、関⻄弁と標準語の壁“以外
に”⼤きな障害なくやっています。 
では、どこにいても変わらない仕事という
のが何かというと、理科を教えること、もそう
ですが、⼀番は⼦供たちと関わるというこ
とです。 

私で⾔えば、どこに⾏っても中学⽣と
関わり続けることに変わりはありません。 
向こうからやってくる⼦、表現が苦⼿な
⼦、・・・ませている⼦も含めて︕ 
 

＊＊科ボラの思い出＊＊ 
科ボラでやっていた活動は⼤まかに⾔
ってしまえばこの延⻑でした。 
当時の活動でのやり取りは、確実に
今の私の⾏動に影響を与えていま
す。たぶんいい⽅に。 
（当時と今を⽐較して、やっていることもテンシ

ョンも⼤して変化がないので...） 

実際、２回⽣からボランティアに参加
するようになった私でしたが、関わってし
まったメンバーが良かったのか、・・・悪か
ったのか...毎週のようにボランティアに参
加し、気が付いたら始終ボランティアに
参加し、知らない間にボランティアに参
加、不思議デ楽シイ毎⽇デシタ。 
そんな中でも、思い出に残っているボラ
ンティア活動というのが２つあります。１
つは初めて本格的に参加することになっ
た「うかん科学あそびランド」での⼤⾬の
⼀⽇。今も関わり続けるメンバーと最初
に対⾯したのがここだったこともあって、
今でも思い出せるくらい印象に残ってい
ます。 
ブースの先輩には不慣れ過ぎてたくさ
ん迷惑をおかけした気もしています。今
思えばあそこが引き返すチャン s...いや、
ターニングポイントになっていたんだと思
います︕笑 
もう１つは鍋です・・・!? 鍋、ですね。
何故かもはや「鍋と⾔えば私」と、当時
のボランティアメンバーから思われている
んじゃないか思うまでの「鍋落とし」。慣
性のショー“慣性で⼤歓声”です。化学 

科の某 SS さんとともに考えたショーでし
たが、最終的には私が⾃ら⽷を引っ張
り、⾃分の頭に鍋を落とすという、⾃傷
ムーブをすることになっていました。それ
でもたくさん頭を捻ったこともあり、いい
思い出になっています。 
そしてあのショーから学んだことがもう１
つあります。それは〈⼿綱を握ることの
⼤切さ〉です。しっかり⼿綱を握ったつ
もりでも、それ以上の⼒で動き回る場
合はどうしようもない、ということも⼀緒
に学びました。これが活動を続けた中で
の⼀番の経験でした。というのは流⽯に
冗談ですが(笑) 
 

＊＊後輩へのメッセージ＊＊ 

途中でも話した通り、ボランティアで
やり続けていた“⼦どもとの関わり”は、
いま確実に⽣きています。中学⽣相
⼿でも変わらず、⼦どもの⽅を⾒て、
関わり、話す。これから先⽣を⽬指して
いる⼈は、是⾮どんどん⼦どもと関わっ
てあげてください。先⽣にならない⼈も、
⼈を⾒て、相⼿を考えて、話す。その
⾏動はどこで何をしていても必要にな
ると思います。 
以上、卒業した当時の変わり者から
でした、ありがとうございました。 
 
［写真は学生時代
"#］ 

 



p.３ 科・ぼ・せ・ん NewsLetter2023 第 2号 
 

::: 学生スタッフ会 OB/OG 紹介 ::: 

 

 

りかちゃん 
 
 

岡⼭理科⼤学 理学部 応⽤数学科
（2018 年卒業） 

科ボラ在籍期間：2014 年―2017 年 
勤務先：エンタメ企業 

 
 

＊＊ 近況・仕事内容 ＊＊ 

学部卒業後、神⼾⼤学⼤学院理学研

究科数学専攻に進学し、2020年に今の

会社に新卒⼊社しました。現在は、パークの

運営戦略を策定する部に所属し、ゲスト満

⾜度とビジネス成⻑の最⼤化を⽬指し、

⽇々の様々なデータの調査・分析を⾏って

います。 

 

＊＊科ボラの思い出＊＊ 

科学教室やイベントでの思い出ももちろん

ありますが、毎⽇講義終わりにボラセンに⾏

くと先輩や先⽣、同期、後輩の誰かが居て 

…他愛ない話や誰かの鉄板ネタ、科学ネ

タで盛り上がった⽇々。遅くまでイベントの

準備をして、誰かの家に集まってご飯を⾷

べ遊んだ⽇々が思い出深いです。 

 

科学イベント絡みでは、⾃分の専攻で

ある数学ネタで科学イベントができないか

と、「⼀筆書き」や「メビウスの帯」を題材

にしたイベントをさせていただいたことが思

い出深いです。１から授業を作成するに

あたり、現象を理解して数学的な根拠

を証明する際には、ガッツリ⼤学数学が

必要で…当時学部2年⽣かそこらの私

は、理解することにも⼀苦労。それを分か

りやすく表現する⽅法にも苦戦しました。

適宜先⽣からアドバイスいただき、恐らく

当時初の数学ネタの科学イベントを実

施することができました。 

 

 

 

＊＊いま役に⽴っていること＊＊ 

様々なイベントを通して、誰かが楽しむ
姿を⾒ることへの快感とチームパワーで達
成することの喜びを覚えました。現在は在
宅勤務が主ですが、パークへ⾏くとゲスト
が楽しむ姿を⾒ることができます。もちろん
それは、私⼀⼈の仕事ではなく数千の従
業員が⼀緒に創り上げている笑顔です。
私の仕事選びの主軸は、この科ボラで
の経験が根にあり、難しい場⾯に直⾯
しても、過去の経験から⾃負を得てやり
がいを⼒に変え継続することができま
す。学⽣時代の科学ボランティア活動を
通しそのような礎を築くことができました。 

＊＊後輩へのメッセージ＊＊ 
これは科ボラ、というよりは理⼤⽣の特
徴だと思うのですが…とにかく⾊んな意味
で「濃い!」です。例えば、ヌートリアへの愛
が深いお姉さま、キノコや苔の知識が凄
い⽅、研究室にブリを持ち込んでそれを
捌いてお寿司握っちゃう⼈などなど。この
ような濃い⼈に、私は社会に出てから
会ったことはありません（笑）。この記
事を読んでいる、そこのあなた︕きっとあ
なたも「濃い」何かがあるのでは︖ 
理⼤、特に科ボラに居ると「様々な専

⾨性を持つ濃い仲間」と出会うことがで
きます。⾃分の専⾨知識をウキウキ話し
てもドン引きされない環境は今だけです
笑。⼀般的に「濃さ」を受け⼊れてくれる
⼈は少なく同類でなければ、伝わりにくい
のです。しかし、濃さはかけがえのない
魅⼒であると私は思います。⼤学⽣活も
終わりに近づくと、就活や教採などがやっ
て来ます。その際に科ボラでの経験やエ
ピソードはあなたの「濃さ」を分かりやすい
魅⼒としてアピールする武器になります。
貴重な環境にいる今を⼤切に、今しかで
きない科ボラLifeを楽しんでくださいね。
きっと、⼀⽣の思い出を量産できると思
います︕ 

［写真は学生時代
"#］ 



p.３ 科・ぼ・せ・ん NewsLetter2023 第３号 
 

::: 学生スタッフ会 OB/OG 紹介 ::: 

 

みっちー 
 
 

広島市⽴中学校 勤務（7 年⽬） 
（理科担当） 

岡⼭理科⼤学 理学部 化学科 
（2016 年度卒業） 

科ボラ在籍 2012-2016 
 

 

＊＊ 近況・仕事内容 ＊＊ 

卒業後１年間、広島市の臨時的任⽤教諭

を経験し、その年に広島市の教員採⽤試験に

合格。現在は広島市の中学校で教諭として

勤務しています。早いもので、教諭として働き

始めて７年⽬になりました。『理科を楽しむ』こ

とを⼤切に⽇々、教材研究に追われていま

す。 

「⾃分が楽しいと思えなければ⽣徒も楽しく

ないよな〜」といつも考えています・・・。中堅と

呼ばれる勤務年数になりましたが、理想の授

業を⾏うにはまだまだ修⾏が⾜らぬみたいで

す。（何年かかるかわかりませんし、できずに引退し

てしまうかもしれませんが、とにかくがむしゃらに頑張っ

ています。） 

＊＊科ボラの思い出＊＊ 
そもそも『科学ボランティアセンター学

⽣スタッフ会』に参加したきっかけが同
期の Y くんでした。 
誘われるままに部屋を訪れそのまま⼊

会。⼈前で話すことが “とても” 苦
⼿だった私にとって、⼈前でショーや
授業をするなんて思いもよりませんで
した。（この話をするとみんな頭に「︖」を

浮かべるんですよね。なぜ︖笑） 

そんな科ボラでの思い出は、『４年
間の活動そのもの』です。実験や⼯
作の仕⽅を先輩やコーディネーターの
先⽣⽅に教えていただいたこと、それを
後輩に伝えたこと。そのために夜遅くま
で残って作業や話し合いをしたこと。科
ボラのスタッフルームで何気ない話で盛
り上がったり、ボランティアについて話し
合ったこと。イベントに来てくれた⼦ども
たちが笑顔で帰ってくれたこと。⼀緒に
なって（時には⼤⼈気なくムキになっ
て・・・）遊んだこと。⼩さな思い出が
積み重なって「科ボラ」の思い出として
残っています。 

＊＊役に⽴っていること＊＊ 

やはり⼀番は、「仮説実験授業」で

す。⽣徒にわかりやすく授業できること

はとても⼤切ですが、どれだけ「わかりや

すい授業」をしたとしても、⽣徒が⾃ら

考えることができるように展開しなけ

ればたった50分間の授業の中で、本

当の学⼒を⾝につけることはできませ

ん。仮説実験授業を通して、⽣徒⾃

ら、段階的に考えるためにどんな⾔葉

を投げかけなければならないかを勉

強することができました。 

「⽣徒が知りたいことを教えることがで

きる教員に」なることが今の私の⽬標で

す。その⽬標のためにも、時には真剣

に、時にはおどけて、時には驚きを⽣徒た

ちに与えることができるよう努⼒を続けて

います。科ボラで⾃分が⾏っていたことに

さらに磨きをかけながら授業に向かってい

ます。（⾊々な意味で本当に科ボラで

は様々なことを体験させてもらえまし

た。すごい場所ですね） 
 

＊＊後輩へのメッセージ＊＊ 

 とにかく⾊々なことに積極的にチャレン

ジしてください。科ボラにはその機会と場

所がたくさんあります。教員を⽬指してい

る⼈、⼦どもたちの⽬の前でイベントを⾏

うことは、必ず将来⾃分の⼒になります。

説明を考え、かみ砕き、わかるように⽬

線を合わせて説明する。やりきるのは⼤

変なことですが、その経験は他の何に

も代えがたいものです。教員を⽬指し

ていなくても、イベントの企画⽴案、打

ち合わせなど、社会に出て通⽤する⼒

を⾝につけることができます。 

とにかくがむしゃらに、納得がいくまで試

⾏錯誤を繰り返してください。応援してい

ます。 
［写真は学生時代
"#］ 


